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諸家系譜 第47冊
（国立公文書館所蔵）

• 江戸幕府が大名・旗本の系譜集『寛政
重修諸家譜』（1530巻、文化9年〈1812〉
完成）を編纂するにあたって、大名・旗
本の各家から提出させた系譜書を書き
写したもので、現在は225冊からなる。

• 各家の系譜書では、徳川家康や幕府と
の結びつきに関わる由緒が強く主張さ
れており、『寛政重修諸家譜』の編纂に
あたった若年寄の堀田正敦らは、これら
を他の史料と突き合わせて考証・訂正し、
「略譜」と呼ばれる中間的な系譜集を作
成、さらにこれに修正を加えて『寛政重
修諸家譜』の献上本を完成させた。
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